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第 6 章では，オーステナイト系ステンレス鋼SUS304 のせん断歪の分布が変形集合組織に及ぼす影
響及び熱間圧延後の再結晶の進行にともなう集合組織の変化を調べ，強せん断層の変形集合組織は，
{001}<110> , {111}<110>及び {112}<110>を主成分としせん断歪がほと
んど生じない板厚中心部では fc c 金属の圧延集合組織として知られている {110}<112>を主成
分とすること，静的再結晶の溜子とともに強せん断層以外の集合組織はランダム化するが，強せん断層の
集合組織は機塩後も集積度は低下するものの残存することを明らかにしている。
第 7 章では，フェライト系ステンレス鋼SUS430 の不均一変形と変形集合組織，再結晶集合組織の
関係を調べ，せん断歪の増加とともに<1 10>軸密度が増加してく 111 >軸密度は減少する乙と，強せ
ん断層に再結晶が発生するとその部分で<1 10>軸密度が減少する乙と，板厚全体が再結晶した後は，
変形集合組織と類似の優先方位を持った弱い再結晶集合組織が残ることを明らかにしている。
























圧延鋼板の物性調整に重要な集合組織を明らかにしたものであり 材料塑性工学に寄与すると ζ ろが大き
い。よって本論文は博士論文として価値あるものと認めるo
ハU? ?? ?
